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は じ め :こ
訪問看護活動の中で、しばしば歯科受療希望があ
る。車椅子で移動の出来る場合は、歯科診療室まで
入れる所を探して行つているが、ねたきりの場合は
受療できず困つている状況である。大都市では、歯
科医師の訪問診療が行われつつある現在、当院の訪
問看護対象者にも、はじめて歯科訪問診療が行われ
たので、その経過をかえりみながら今後の歯科訪問
診療について考察してみた。
1.歯科訪問診療実施までの経過
平成元年5月15日 訪問看護患者N氏の家族より
「歯のかぶせた ものが外れ
た、の どにつっかえそうに
なった、はめ込んでみたがい
つはずれるか心配だ、他県で
は訪間診療があるという、静
岡はどうか」と問合わせが
あった。
5月16日 これまで歯科医師の訪間診療
はないものとして諦めていた
が最近の様子を市在宅ケアー
センターに問合わせてみた。
「今は歯の訪間診療をしてく
れるところはない。 6月の市
在宅ケアーセンターの定例会
に歯科医を招いて話合いをす
ることになっている」との返
事であつた。
6月21日 市在宅ケアーセンター定例会
に当院保健婦がオブザーバー
として出席し、訪問患者の歯
の問題についての調査資料を
発表 した。(資料 1-①、 1
-②)
それに対して、歯科医師代表
1 調査期間 方法 対象
“
成元年6月1‖ヽ16日の期間に ヽ 院の6月訪同対象患者に対して 訪同時に直
|ム●込みしたり電話で問合わせした。
聞込み調奇の内容 :歯についての問題の有無
:そζi3懲][秀汚糞
歯のイr無とその使用状況 )
調査致     :6月の訪日対象数52件中45件
2 患者の背景
性
"1   
男:21名  女:24名
食事方法  経日摂取可能者:3471  経管栄養者:11名
意思疎通・∫能71i21名
表 1 年齢別患者致          表-2 疾患別患者数
当院訪間患者初の歯科訪間診療
静岡赤十字病院 保健指導係
3 結 果
歯についての問題rlりと答えたもの
歯科訪間診療希望者
総人れ歯    23名
使用I中  12名   使用せず
歯についての問題の具体的内容
1 歯の問題
永 野
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伊 藤
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21名  ′:7%
19名   42%
8名  その他   3名
2 歯l.tlttlll織の問題
病名    患者数 病名     患 者致
]ご梗塞
脳出血
IF常■:水0`症
肺気腫
神経因性勝脱
lll炎
脳fll脈瘤破裂
脳動脈織化
くも膜 ド出血
脳炎後水頭症
精神分裂病
バ キンソン氏病
介鶴性小脳変性■1
小児麻痺
卜肢壊死
顕部脊椎症
変形性関節症
関節ロイマ
甲状腺機能不全
忠性リンパ腫
腎腫瘍
"腸
癌
歯痛
歯がぐr,つき
歯が欠けて,ヽる
摩耗歯
むし歯
残つている自己歯を
どうしたちよいか
3 義歯の問題
歯■からの出血
歯
“
Iの腫脹
青補農漏
1
さし歯が抜けた
さし歯の抜きさして出血
いれ歯が合わない
その他
〔I腔内の保清が困難  1
かふせものがタトれた   1
か●:せものが外れそう  1
噛み合せがうまくない 1
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訪間看護記録 1  静岡赤十字病院保健指導係
のコメントは次の様なもので
あった。
(1)訪間診療は経済的に採算が
合わない。
(2)全身疾患をもった病人の診
療に慣れていない。
(3)治療器材の運搬が困難であ
る。
に)組織的に訪間診療はしてい
ないが個人的に実施してい
る者もある。
働必要なものがあれば、市歯
科医師会公衆衛生係へ紹介
してほしい、近 くの歯科医
に相談してみる。
6月23日 市歯科医師会公衆衛生係へ間
合わせ、患者の担当医の紹介
状及び、患者のADLや家庭
背景を送ることになった。
静岡赤十字病院研究報
7月15日 資料 2を同係に送付
医師の紹介状
主治卜  先41
前EIt   患者 00 00
紹介中 11げます 何とぞ御高診御配慮賜りますよう願い llげます .
平,え1年7月12日
崎院診断  アル ソ′ヽイマ  1「常ll水頭i tt性気管炎
経過ll置概略
 ]::||||[::[||||!illi:::ii:|||[:
定していまヽ
静岡赤十字病院 0000fl lB当医 ()0 00印
資料2-①
カルテNO o000o04
●● 11目3-6
生年月日 1     備考 (連絡先 )
身体障害者手帳
ギャジベッド有り
自宅入浴希望
地域の医師
近医 o●K院に紹介状を持参してあり、往診を受けている.
地域の保健婦
平成元年5月に初めて保健所保健婦の訪問あり 今後3月に一回程度訪問
ある予定
資料2-③
資料2-②
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訪問看護記録 2
福祉関係の事項
主病名 アルツハイマー      科別 神内  担 l｀F
人 院 最終人院  HO1 03 17
退 li HO〕
病 名 III炎
備 考 正常∫I水頭症
平 成 6月 19日 の 状 況、
意 識 有 り  意思疎通困難
発 語 無し 話かけに声をたてて実うことがある.
体 動 無し 全面的に介助
食 事 朴管栄養
クリニミ ルー1400カロリ
排 泄 失禁 おむつ使用
体 温 36 3~c
脈 76/分
呼 吸 24/分
血 圧 120-80/1口Hg
署肇:31R:ま
り訪問看護開始 (2F1/月)、 患者の観察 家庭看護の援助
妻は患者をとても大切に看護している.妻が疲れた時には 嫁が代って看護す
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訪間看護 3
TEL54-4311
保●輌薇菫
資料2-④
7月22日 小鹿歯科小武海歯科医師の訪
問診療、当院保健婦も同行訪
間
診療内容 :携帯用歯科診療機
材を持参
口腔内清拭、セメント充填し冠を被覆
ブラッシング指導
一度だけの診療で治療終了
2.訪問歯科診療の最近の動向
(1)月刊地域保健87-11によれば
・岩手県沢内村では、老人歯科訪間診査を行っ
ている。
。兵庫県南光町では、S58年に歯科保健セン
ターが設立され自治体行政を基盤とする歯科
保健活動が進められるようになった。その活
動のなかで町内の重度障害者やねたきり老人
の訪問診査、治療や訪間指導を実施している。
。東京都杉並区では、S61年11月から杉並区
家庭訪問歯科診療事業が始まった。
(2)保健同人生活教育'89-2には「在宅老人の歯科
保健」が特集されており、
。東京都世田谷区の在宅老人歯科診療の実践
・横浜市港北区保健所で実施された訪間歯科診
療
。東京都杉並区の在宅老人訪間歯科診療システ
ム
等が紹介されている。
③毎日新聞8910.9には
名古屋市守山区に開業している歯科医師が、
家庭ばかりでなく病院や施設等にも往診してお
り、これまで厚かった歯科と一般医科の壁を破
ろうとする動きが全国から注目されていること
が掲載されている。(資料 3)
に)昭和63年度より厚生省では、ねたきり老人歯科
保健推進事業を始めた
この事業は市町村や区を実施主体として、
1)在宅ねたきり老人歯科保健推進協議会の配
置
2)歯科訪問指導の実施
3)往診歯科医療機器の整備費用の補助
が内容とされている。
3.これまでの当院における訪問患者の歯の問題
と対処
・少ない残存歯が口唇を圧迫し、出血、化膿、
滲出液がみられるほどの国内炎をおこした事
例に対し、内服薬の投与と共に、口腔清拭に
よる保清を行い炎症部分に軟膏を塗布し、圧
迫を防ぐ為にガーゼで保護した。
・むし歯の訴えのあった事例に対しては、鎮痛
剤の内服をした。
・歯がぐらついている為、自然抜歯した場合、
誤囃の危険性がある事例に対しては、家族が
歯科医に相談にいったが、抜歯はできないと
のことなので、観察を続け誤嗽時の注意事項
につき相談した。
以上が歯についての主な問題提起であって、件
数も少なく対処の仕方も消極的・対症的なもので
あった。
-112-
静岡赤十字病院研究報
毎 日 新 聞
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寝たきりお年寄りなどの治療に
入院中の病院へも
名古屋の鈴木俊夫さん
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施設へ往診中の鈴木さん=特別養
護老人ホーム「 第二尾張荘」で
4.考   察
最近の歯科訪問診療の動向や、今回の我々の調査
及び、はじめての歯科訪間診療から次のようなこと
が考えられる。
(1)歯についての問題意識
訪問患者の歯についての問題意識は、問題の有無
を間えば出てくるがそれを切迫した問題として感じ
ているケースは少なかった。しかし訪間診療してく
れるならありがたい、というものが多かつた。これ
は在宅ねたきり状態では、歯の治療は無理と言う思
い込みがあり、今まであきらめていたために、問題
意識として感じられなかったのではないかと思われ
る。
今後歯科訪間診療がもっと一般的に普及するよう
になれば、問題意識は高くなり、診療希望者は増え
るのではないかと予想される。
(2)口腔内の清潔
訪間患者からあげられた□腔内の清潔に関する間
題として、歯みがきをしたいがすぐ出血をしてしま
う、歯がぐらついているために怖 くてみがけない等
資料③
というものがあった。また義歯使用の為うがいだけ
で保清をすませている場合や、歯が粗しゃくする機
能としては不必要となっている経管栄養の場合等は
口腔清拭のみ行われていることが多かった。口腔内
の清潔が保てないことは、歯の状態を悪化させるだ
けにとどまらず、口内炎をおこしたり、全身に感染
症1犬をひきおこす恐れもある。
今回の訪問診療場面において残在歯が少なくて
も、また全く歯がなくてもブラッシングは必要であ
り、歯肉からの出血は一過性のものでブラッシング
を続けることにより、炎症も減少し出血も次第にお
さまってくるという話が聞かれた。
この訪間をとおして、ねたきり患者の口腔内の清
潔について保健婦も理解を深めることができた。
(3)歯科健診
歯に問題がないから良いと言うのではなく、歯科
健診という形で診療があってもよいのではないか。
特に、自分で意思を伝えられない患者の場合など、
専門家による健診が望まれる。また現時点でさえこ
れだけねたきり患者は歯に拘る多くの問題を抱えて
―-113-―
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いるのであるから定期的な歯科健診が行われれば更
に問題はほりおこされると思われる。
14)歯科医師依頼にあたつての必要な情報について
今回の歯科訪問診療にあたり、依頼時の情報の一
つに口腔内の細かい観察を報告することによって器
材の準備が効果的に行えるという話が歯科医師より
あった。そこで、歯科訪間診療の依頼にあたっての
必要事項を整理してみると、
1)身体的条件(局所麻酔がかけられる状態か、
出血傾向はないか、口を開けていられるか、意思
の疎通は可能か、会話が可能か、うがいはできる
か、不随運動はあるか、座位保持が可能か、口腔
内の状況はどうか等)
2)家族または家庭の条件 (看護者は誰か、室内
環境はどうか等)
3)その他 (歯科治療の最終年月日及び歯科医師
名、使用中の治療薬は何か等)
等があげられる。
D歯の治療の効果
歯の治療の効果は、口腔内の痛みや不快感をなく
すことだけではない。訪間患者のなかで、歯に問題
を持っている患者とそうでない患者とを比較した場
合、問題の無い患者は食事内容も豊富であり、調理
形態もきざんだり、漬したりする必要がなく家族と
同じ食事をとることができる患者が多い。歯に問題
のある患者が治療をしたならば、日常生活に潤いを
与え、精神的な安定が得られると共に便通を整える
等の全身状態にも良い影響を与えるであろうと思わ
れる。
これまで歯科治療は、歯科医院へ出向かなければ
治療が受けられないものであり、在宅ねたきり患者
の歯の治療などおもいもよらず、鎮痛剤の使用や、
入れ歯の除去など消極的治療にとどまっていた。ね
たきり患者の中には歯の少ない高齢者ばかりでなく
残存歯の多い若い患者もいる。年齢範囲も広がり疾
病の種類も様々なねたきり患者は、歯の問題も多岐
にわたり、放置できない1大況となってきた。そのた
め訪間診療の始まりは、篤志家によるもののようで
はあるが各地で訪問診療がシステム化され報告され
るようになってきた。その報告を見聞きした人がさ
らに訪間診療を希望するようになり、当院の訪問看
護患者の中からも初めての歯科訪問診療が行われ
た。
今後、静岡市では、市歯科医師会の公衆衛生係が
窓口となって訪問診療を受け入れてくれることと
なった。このことは、ねたきり患者にとって大変よ
ろこばしいことである。より多くの患者が、歯の痛
みや不快感から解放され潤いのある生活ができるよ
うになることを期待する。
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